
資料 在 10－1  

BIM ライブラリーコンソーシアム 

第 10 回 在り方部会 
 

議事次第 
 
日時：平成 29 年 9 月 7 日（金）16:00~17:30 
場所：建築保全センター 会議室 

１．開 会 

 

２．議 事 
 

1）前回 7/6：第 9 回 議事概要の確認 
 

2）BLC 新規入会企業のご紹介 

   ・応用技術(株)、(株)ダイフレックス、デュアル･アイティ(株) 

・日本ピーマック(株)、(株)ファーストスキル、 

・東北工業大学 工学部 建築学科 許 雷(ｷｮ ﾗｲ)准教授 

・空調機器メーカー２社入会予定 

 

3) BLC 各部会状況説明 

  ・建築部会、設備部会、運用部会 

  ・運営委員会ビジネスモデル検討会議予定 

   ・オブジェクト標準作成作業状況(作業に入るための合意事項･スケジュール) 
 

4) マーケットリサーチ企画書(案)について 

 

5) その他 
 
３．閉 会 

会議資料一覧 
  
資料 在 10－1 議事次第 

 資料 在 10－2 BLC 参加企業・在り方部会参加者一覧 
資料 在 10－3 前回(7/6)第 9 回 議事概要 
資料 在 10－4 BLC マーケットリサーチ企画書(編成調整中案) 
資料 在 10－5 BLC 各部会開催スケジュール 
参考資料－1  作業に入るための合意事項(案) 
参考資料－2  ビジネスモデル議論の基礎･スケジュール･議論の進め方 
参考資料－3  新都市ハウジングニュース(Vol.85 2017) 

 
次回会議日程 

 
日 時： 平成 29 年 11 月 2 日（木）16:00～17:30 

       場 所：  （一財）建築保全センター 会議室 
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BIMライブラリーコンソーシアム ｢BLC｣ ｢参加企業一覧｣  2017/09/07   .

No 会 社 名 区分 No 会 社 名 区分

1 東京工業大学(在り方部会長：安田幸一) T1 50 東電設計(株) S2

2 芝浦工業大学(建築部会長：志手一哉) T1 51 凸版印刷(株) S1

3 首都大学東京(設備部会長：一ノ瀬雅之) T1 52 ＴＯＴＯ(株) S1

4 首都大学東京(運用部会長：山本康友) T1 53 東芝キヤリア(株) S1

5 (一社)buildingSMART Japan(運営委員：山下純一) T2 54 東洋熱工業(株) S1

6 大森法律事務所(弁護士：大森文彦) T2 55 (株)日積サーベイ S3

7 (一財)建築保全センター(事務局長：寺本) T2 56 (株)日建設計 S1

正会員(企業) 57 (地法)日本下水道事業団 S1

1 (株)朝日工業社 S1 58 (株)日本設計 S1

2 (株)淺沼組 S1 59 日本ピーマック(株) S1

3 アズビル(株) S1 60 日本メックス(株) S1

4 (株)伊藤喜三郎建築研究所 S2 61 野原ホールディングス(株) S1

5 (株)NYKシステムズ S2 62 野村不動産ホールディング(株) S1

6 エーアンドエー(株) S3 63 日比谷総合設備(株) S1

7 (株)荏原製作所 S1 64 (株)ファーストスキル S3

8 (株)大林組 S1 65 (株)ベイテクノ S3

9 応用技術(株) S1 66 三菱重工サーマルシステムズ(株)　 S1

10 (株)大塚商会 S1 67 (株)本澤建築設計事務所 S3

11 (株)奥村組 S1 68 (株)安井ファシリティーズ S3

12 オートデスク(株) S1 69 (株)LIXIL S1

13 鹿島建設(株) S1 70 (株)四電工 S1

14 河村電器産業(株) S1 71 ＹＫＫ ＡＰ(株) S2

15 (株)関電工 S1 72 (株)和田特機 S2

16 (株)キッツ S1

17 (株)キャディアン S2 」 特別会員(団体)

18 (株)CADネットワークサービス S1 1 (一社)buildingSMART Japan T2

19 協栄産業(株) S1 2 (NPO)建築技術支援協会 T2

20 (株)きんでん S1 3 （一財)建築ｺｽﾄ管理ｼｽﾃﾑ研究所 T2

21 (株)久慈設計 S1 4 (一社)公共建築協会 T2

22 グラフィソフトジャパン(株) S3 5 (NPO)法人 設備システム研究会 T2

23 (一財)建設業振興基金 S1 6 （一社）日本空調衛生工事業協会 T2

24 (一財)建築保全センター S2 7 （一社）日本建材・住宅設備協会 T2

25 (株)建築ピボット S3 8 (一社)日本建設業連合会 T2

26 (株)構造計画研究所 S1 9 (公社)日本建築家協会 T2

27 (株)コスモ・ソフト S2 10 (公社)日本建築士会連合会 T2

28 佐藤工業(株) S1 11 (一社)日本建築積算事務所協会 T2

29 (株)シェルパ S3 12 日本建築仕上材工業会 T2

30 (株)シスプロ S1 13 (一社)日本建築士事務所協会連合会 T2

31 (有組)C-PES研究会 S3 14 (公社)日本建築積算協会 T2

32 (株)ＣＢＳ S3 15 (一社)日本サッシ協会 T2

33 (株)ＣＰＣ S2 16 (一社)日本電設工業協会 T2

34 清水建設(株) S1 17 （一財）日本建設情報総合センター T2

35 新菱冷熱工業(株) S1 18 (公社)日本ファシリティマネジメント協会 T2

36 住友セメントシステム開発(株) S1 19 (公社)ロングライフビル推進協会 T2

37 (株)大建設計 S1

38 大日本印刷(株) S1 特別会員(個人)

39 大成建設(株) S1 1 国立研究開発法人 建築研究所(高橋 暁) T3

40 ダイキン工業(株) S1 2 国立研究開発法人 建築研究所(武藤正樹) T3

41 (株)ダイテック S1 3 国土技術政策総合研究所(脇山善夫) T3

42 (株)ダイフレックス S1 4 東京工業大学(川島範久) T3

43 高砂熱学工業(株) S1 5 広島工業大学(杉田　洋) T3

44 (株)竹中工務店 S1 6 広島工業大学(杉田　宗) T3

45 (株)中電工 S1 7 東北工業大学(許 雷) T3

46 (株)テイル S3

47 デュアル･アイ･ティ(株) S3

48 デロイト トーマツPRS(株) S1

49 東急建設(株) S1

※敬称略
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BIMライブラリーコンソーシアム ｢BLC｣｢在り方部会委員名簿｣   2017/09/07  

会
員
区
分

在
り
方
部
会

1 東京工業大学 理工学研究科建築学専攻 教授 安田 幸一 T1 1

2 芝浦工業大学 建築学部 建築学科 教授 志手 一哉 T1 1

3 首都大学東京 大学院都市環境科学研究科 建築学域 准教授 一ノ瀬 雅之 T1 1

4 首都大学東京 都市環境学部 客員教授 山本 康友 T1 1

5 (一社)buildingSMART Japan CIラボ㈱ 代表理事 山下 純一 T2 1

6 (一財)建築保全センター 理事所長 寺本 英治 J 1

7 (株)朝日工業社 本社技術企画部 部長 平泉　尚 S1 1

8 (株)淺沼組 建築事業本部BIM推進室 島田 綾子 S1 1

9 アズビル(株) BSCﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ本部 部長 古谷 守 S1 1

10 (株)伊藤喜三郎建築研究所 設計本部　BIM推進室 係長 横山 正美 S2 1

11 (株)伊藤喜三郎建築研究所 設計本部 第一設計部 主任 荒井 拓也 S2 1

12 (株)NYKシステムズ 開発部 古賀 信貴 S2 1

13 エーアンドエー(株) ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ本部 商品開発部 部長 木村 謙 S3 1

14 (株)荏原製作所 国内事業統括 事業戦略室 課長 清友 昭礼 S1 1

15 (株)荏原製作所 国内営業推進部 開発営業室 太田 裕介 S1 1

16 応用技術(株) 事業企画部 部長 近藤伸一 S1 1

17 (株)大塚商会 CADﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ部建設ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ課 課長 水野　一哉 S1 1

18 (株)大塚商会 PLMｿﾘｭｰｼｮﾝ営業部 次長 山田 琢司 S1 1

19 (株)大塚商会 PLMｿﾘｭｰｼｮﾝ営業部 専任課長 飯田 千恵 S1 1

20 (株)大林組 建築本部 PDｾﾝﾀｰ 上級主席技師 福士 正洋 S1 1

21 (株)大林組 建築本部 PDｾﾝﾀｰ 主席技師 焼山　誠 S1 1

22 (株)奥村組 管理本部 情報ｼｽﾃﾑ部 BIM推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ 日野　元 S1 1

23 オートデスク(株) AEC ｾｰﾙｽﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ 濱地 和雄 S1 1

24 鹿島建設(株) 建築管理部 BIM推進室 BIM統括ﾏﾈｰｼﾞﾔｰ 安井 好広 S1 1

25 河村電器産業(株) ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ統括部 部長 伴　覚守 S1 1

26 河村電器産業(株) ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ統括部 戦略課 榎 寿哲 S1 1

27 河村電器産業(株) ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ統括部 戦略課 阿部 昌樹 S1 1

28 (株)関電工 エンジニアリング部 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 留目 真行 S1 1

29 (株)キャディアン 東京支店 営業１課 課長 植松 良太 S2 1

30 (株)キャディアン 中野 健成 S2 1

31 (株)CADネットワークサービス 営業部 執行役員 営業本部長 南谷 親良 S2 1

32 (株)CADネットワークサービス 教育部 ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 増田 甲介 S2 1

33 協栄産業(株) 建築ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業部 建築第一部 次長 山田 茂樹 S1 1

34 (株)きんでん 技術本部　技術統轄部 副部長 岡　康秀 S1 1

35 (株)きんでん 技術本部　安全品質保証部 課長 鈴木 正人 S1 1

36 (株)久慈設計 東京支店BIM推進室 主査 梅澤 佑介 S1 1

37 グラフィソフトジャパン(株) ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 平野　雅之 S1 1

38 (一財)建設業振興基金 経営基盤整備支援ｾﾝﾀｰ情報化推進室 上席特別専門役 帆足 弘治 S1 1

39 (株)建築ピボット 代表取締役 千葉 貴史 S3 1

40 (株)構造計画研究所 住環境営業部 担当部長 吉田 親史 S1 1

No 会 社 名 所　属 役　職 氏　名
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BIMライブラリーコンソーシアム ｢BLC｣｢在り方部会委員名簿｣   2017/09/07  

会
員
区
分

在
り
方
部
会

No 会 社 名 所　属 役　職 氏　名

41 (株)構造計画研究所 住環境営業部 後藤 孝二 S1 1

42 (株)コスモ・ソフト システム開発室 取締役室長 吉村 幸治 S2 1

43 佐藤工業(株) BIM推進室 部長 弘法堂 啓一 S1 1

44 佐藤工業(株) BIM推進室 岡村　徹 S1 1

45 (株)シェルパ 代表取締役 高松 稔一 S3 1

46 (株)シェルパ 朝倉 唯博 S3 1

47 (株)シスプロ 技術担当 執行役員 本田 礼之 S1 1

48 (有組)C-PES研究会 理事 安孫子 義彦 S3 1

49 (株)ＣＰＣ 取締役 宮田 信彦 S2 1

50 清水建設(株) 設計技術部 生産改革ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 佐竹 浩芳 S1 1

51 新菱冷熱工業(株) 技術統括本部　BIMｾﾝﾀｰ 専任課長 田辺　恵一 S1 1

52 住友セメントシステム開発(株) FMｿﾘｭｰｼｮﾝ部 山口 浩二 S1 1

53 (株)大建設計 技術部門デザインセンター 統括部長 井上 久誉 S1 1

54 大日本印刷(株) 情報ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業部 PM企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 吉田　集 S1 1

55 大日本印刷(株) 情報ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業部 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ部 田崎　誠 S1 1

56 大成建設(株) 設計本部企画部 企画推進室長 猪里 孝司 S1 1

57 (株)ダイテック CAD技術部　開発5課 課長 山口 正明 S1 1

58 高砂熱学工業(株) ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ長 BIM推進室 室長 山本 一郎 S1 1

59 (株)竹中工務店 生産本部生産企画部（技術担当） 　 三輪　哲也 S1 1

60 (株)竹中工務店 設計本部設計企画部 副部長 企画担当 吉田 健一 S1 1

61 (株)中電工 技術本部 電気技術部 部長付 宮川　久 S1 1

62 (株)中電工 技術本部 電気技術部 主任 松本 哲也 S1 1

63 (株)テイル 主任 水野 昭洋 S3 1

64 デュアル･アイ･ティ(株) 取締役 岩渕 竜一 O 1

65 デロイト トーマツPRS(株) BIMｺﾝｻﾙ部 赤土 かよ S1 1

66 東急建設(株) 建築本部 BIM推進部 BIM推進部長 林　征弥 S1 1

67 東急建設(株) BIM推進部ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 吉村 知郎 S1 1

68 東急建設(株) 建築本部 BIM推進部 企画推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ 橋口 達也 S1 1

69 東電設計(株) 建築本部 部長 青柳　隆之 S2 1

70 ＴＯＴＯ(株) お客様本部 お客様企画G ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 東元 詩朗 S1 1

71 ＴＯＴＯ(株) お客様本部 お客様企画G 企画主査 小嶋 香織 S1 1

72 凸版印刷㈱ メディア事業推進本部 ﾒﾃﾞｨｱ開発部 部長 馬地 広一 S1 1

73 東芝キヤリア(株) 経営情報ｼｽﾃﾑ部ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸ生産ｼｽﾃﾑ 参事 田中　稔 S1 1

74 東洋熱工業(株) 工務技術部 CAD課 副参事 中島 貴司 S1 1

75 (株)日積サーベイ 東京ｵﾌｨｽ ｼｽﾃﾑ開発部 チーフ 高橋 肇宏 S3 1

76 (株)日建設計 設計部門 3Dｾﾝﾀｰ室 室長 吉田　哲 S1 1

77 (株)日建設計 設計部門 3Dｾﾝﾀｰ部 BIMﾏﾈｰｼﾞｬｰ 安井 謙介 S1 1

78 (地法)日本下水道事業団 西日本設計ｾﾝﾀｰ 次長･企画調整課長 富樫 俊文 S1 1

79 (地法)日本下水道事業団 事業統括部 室長 新井 知明 S1 1

80 (地法)日本下水道事業団 経営企画部 調査役 植田 達博 S1 1
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BIMライブラリーコンソーシアム ｢BLC｣｢在り方部会委員名簿｣   2017/09/07  

会
員
区
分

在
り
方
部
会

No 会 社 名 所　属 役　職 氏　名

81 (地法)日本下水道事業団 情報ｼｽﾃﾑ室 金澤 純太郎 S1 1

82 (株)日本設計 環境･設備設計群 主管 吉原 和正 S1 1

83 日本メックス(株) 営業本部 ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業部 部長 野口 順二 S1 1

84 野原ホールディングス(株) VDCｶﾝﾊﾟﾆｰ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 能勢 平太郎 S1 1

85 野原ホールディングス(株) VDCｶﾝﾊﾟﾆｰ ｼﾆｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 石田　渉 S1 1

86 野村不動産ホールディング(株) 住宅事業本部 商品開発部 部長 柴田 一志 S1 1

87 日比谷総合設備(株) ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ統括本部 管理部 主任 下田中 龍宏 S1 1

88 (株)ベイテクノ (株)関電工 取締役社長 鈴木 義夫 S3 1

89 (株)本澤建築設計事務所 専務取締役 本澤 崇 S3 1

90 (株)安井ファシリティーズ BIMﾅﾚｯｼﾞ部 情報技術主事 戸泉　協 S3 1

91 (株)LIXIL ﾋﾞﾙ事業部市場開発部 住宅営業ｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 二瓶 伸夫 S1 1

92 (株)四電工 CAD開発部 執行役員 開発部長 秋月 伸夫 S1 1

93 ＹＫＫ ＡＰ(株) 開発本部 ﾋﾞﾙ商品開発部 ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ開発推進室 室長 田嶌 英之 S1 1

94 ＹＫＫ ＡＰ(株) ﾋﾞﾙ本部 設計施工技術部 ｼｽﾃﾑ管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ 室長 星　泰久 S1 1

95 ＹＫＫ ＡＰ(株) ﾋﾞﾙ本部 設計施工技術部 ｼｽﾃﾑ管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 藤川 典久 S1 1

96 ＹＫＫ ＡＰ(株) ﾋﾞﾙ本部 設計施工技術部 ｼｽﾃﾑ管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ 阿部 信夫 S1 1

97 (株)和田特機 横井　義光 S2 1

1 (一社)buildingSMART Japan セコム㈱ IS研究所 空間ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 研究員 技術検討分科会ﾘｰﾀ足゙達 嘉信 T2 1

2 (一社)buildingSMART Japan CIラボ㈱ 顧問 技術調査委員会ﾘｰﾀﾞ 榊原 克巳 T2 1

3 (一社)buildingSMART Japan 新菱冷熱工業㈱技術統括本部BIMｾﾝﾀｰ 専任課長 設備FM分科会リーダ 谷内 秀敬 T2 1

4 (一社)buildingSMART Japan 事務局長 宮田 信彦 T2 1

5 (NPO)建築技術支援協会 理事 泉 清之 T2 1

6 （一財)建築ｺｽﾄ管理ｼｽﾃﾑ研究所 参事 寺川 鏡 T2 1

7 (一社)公共建築協会 専務理事 藤田 伊織 T2 1

8 (一社)公共建築協会 事務局 局長 伊藤 正寿 T2 1

9 (NPO)法人 設備システム研究会 須賀工業㈱本社　業務企画室 室長 理事長 三木 秀樹 T2 1

10 （一社）日本空調衛生工事業協会 鳥羽　宏 T2 1

11 （一社）日本建材・住宅設備協会 情報化企画 審議役 部長 伊藤 俊弘 T2 1

12 （一社）日本建材・住宅設備協会 富田 春夫 T2 1

13 （一財）日本建設情報総合センター 研究開発部 次長 小路 泰広 T2 1

14 （一財）日本建設情報総合センター 研究開発部 次長 高津 知司 T2 1

15 (公社)日本建築家協会 専務理事 筒井 信也 T2 1

16 (一社)日本建設業連合会 建築部 参事 山口 成佳 T2 1

17 (一社)日本建築積算事務所協会 会長代行 楠山 登喜雄 T2 1

18 (公社)日本建築士会連合会 大石 佳知 T2 1

19 日本建築仕上材工業会 事務局 次長 越中谷 光太郎 T2 1

20 (公社)日本建築積算協会 副会長 専務理事 加納 恒也 T2 1

21 (公社)日本建築積算協会 森谷 靖彦 T2 1

22 (一社)日本サッシ協会 ﾋﾞﾙｻｯｼ部 事務局 部長 笠松 克次郎 T2 1

23 (一社)日本電設工業協会 調査･技術課 主任 遠藤 衡樹 T2 1
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BIMライブラリーコンソーシアム ｢BLC｣｢在り方部会委員名簿｣   2017/09/07  

会
員
区
分

在
り
方
部
会

No 会 社 名 所　属 役　職 氏　名

24 (公社)日本ファシリティマネジメント協会 猪里 孝司 T2 1

25 (公社)日本ファシリティマネジメント協会 安蘓 秀徳 T2 1

26 (公社)ロングライフビル推進協会 事業推進部 課長 高倉 智志 T2 1

27 (公社)ロングライフビル推進協会 事務局長 鈴木 昌治 T2 1

28 東京工業大学大学院 理工学研究科建築学専攻 大学院生 川島 範久 T3 1

29 杉田　洋(広島工業大学) 環境デザイン学科 教授 杉田 洋 T3 1

30 国立研究開発法人 建築研究所 建築生産研究グループ グループ長 高橋 暁 T3 1

31 国立研究開発法人 建築研究所 建築生産研究グループ 上席研究員 武藤 正樹 T3 1

32 国土技術政策総合研究所 建築研究部 主任研究官 脇山 善夫 T3 1

33 許 雷(東北工業大学) 工学部建築学科・許 研究室 准教授 許 雷 T3 1

34 (一財)建築保全センター 試験研修部長 影山 徹 J 1

35 (一財)建築保全センター 事務局 池田 雅和 J 1

36 (一財)建築保全センター 事務局 水澤 久夫 J 1

37 (一財)建築保全センター 事務局 山中　隆 J 1

1
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資料 在 10－3  

BIM ライブラリーコンソーシアム 

第 9 回 在り方部会会議 
 

議事概要 
 

 
１．会議開催日時 

 
日時：平成 29 年 7 月 6 日（木）16:00~17:30 
場所：上海国際ビル 4 階会議室 

 
２．議事概要 

 
(1)  前回（5/11：第 8 回）議事録の確認（事務局） 
 
(2)  BLC 新規入会企業のご紹介（事務局） 

 
(3)  BLC 平成 28 年度活動報告（在り方部会抜粋版）の概要説明 
       (H29.5.19 BLC 総会配布資料の抜粋)  （事務局） 
 
(4)  マーケットリサーチ(案)について 

1. 目的 
 

ビジネスモデルの基礎となる情報を把握する。→アンケートの趣旨を作成する 
 

2. 対象者 
・ユーザー（現在、将来の） 
・メーカー（現在、将来の） 
・関係団体（現在、将来の） 
・学識者・大学・高専など 

(個人として回答するのか、組織として回答するのかが課題、団体の場合は 
組織として回答をもらうのには時間がかかるので、調査の実施を了解して 
もらい、調査票の発送は BLC で行うことが考えられるが、その了解が必要。) 

 
3. スケジュール 

・7 月末までにアンケート設計と送付先の選定 
・8 月初めにアンケート発送、 
・BLC 会員はメールで発送し、ホームページからダウンロードして回答 

BLC 会員以外(団体会員も含む)は文書で発送し、ホームページからダウン 
ロードして回答 

・9 月末までに回答をもらう 
・10 月末までに結果を分析する 
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2. 方法 

 アンケート方式でウェッブからダウンロードし、チェックボックスを 
クリックして自動集計の予定 

 
(5)  その他 

 
 
 
 

会議配布資料 
 
 

 資料 在 9－1 議事次第 
 資料 在 9－2 BLC 参加企業・在り方部会参加者一覧、 

前回（11/10：第 6 回）議事概要 
資料 在 9－3 BLC 平成 28 年度活動報告 在り方部会抜粋版 

（平成 29 年 5 月 19 日 BLC 総会資料） 
 
 （参考資料） BIM 部会から発刊する BIM ガイド本の紹介 

 
 
 
次 回    日時 ： 平成 29 年 7 月 6 日（木）16:00~17:30 

      場所 ：  (一財)建築保全センター 会議室） 
      議事 ：  
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マーケティングリサーチ企画書(案) 

2017.9.7 

BLC 事務局 

■タイトル：ＢＩＭライブラリーのフィージビリティーに関する調査 

 

■調査の背景： 

ＢＩＭライブラリーコンソーシアムでは、２０１７年度内に建築、設備のオブジェとの標

準化を確立させ、次のステップとしてＢＩＭオブジェクトライブラリー構築に向けてケト

ンウを進めている。このＢＩＭライブラリーを構築させた場合、ユーザー、メーカー、ソ

フトウェアベンダーの参加が、ライブラリーの持続的運用の鍵となるが、その可能性に関

して、関係者を対象として調査を行う。 

 

■調査目的 

１．ユーザー、メーカー、ソフトウェアベンダーの参加動向、参加者数を把握する。 

２．期待されるサービス、料金、取り組みなどを把握する。 

３．ＢＩＭライブラリーというものが構築されることとそのメリットを幅広く知らせる。 

 

■調査方法 

［調査１］ 

文書で対象者に配布し、ウェッブサイトからダウンロードして回答してもらう。 

母集団： 

１）設計 

２）施工 

３）運用・維持管理・ＦＭ 

４）メーカー 

５）その他 

 

抽出名簿： 

１） 設計 日本建築家協会（ＪＩＡ、個人、数百人） 

日本建築士事務所協会連合会 

（日事連、組織、都道府県支部と傘下事務所）  

日本建築士会連合会（士会、個人） 

［参考登録者数：一級建築士：363,530 人、二級建築士：756,852 人 

 木造建築士： 17,665 人］ 

日本建築学会（個人、会員数約３万人） 

２） 施工 日本建設業連合会（日建連、大手ゼネコン約５０社） 

       全国建設業協会（全建、中規模ゼネコン 18,729 社） 

       日本空調衛生工事業協会（日空衛、各都道府県の団体会員と企業会員
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約２００） 

    電気設備工業 

３） 運用・維持管理・ＦＭ 

４） メーカー 

５） その他 

抽出方法： 

１） 設計 

２） 施工 

３） 運用・維持管理・ＦＭ 

４） メーカー 

５） その他 

標本構成： 

１） 設計 

２） 施工 

３） 運用・維持管理・ＦＭ 

４） メーカー 

５） その他 

分析方法： 

 

 

 

［調査２］ 

ヒアリングによる 

母集団：ソフトウェアベンダー 

抽出名簿：オートデスク社、グラフィソフト社、ベントレー社、… 

抽出方法：主要な 社全部 

標本構成：－ 

分析方法：－ 

 

■調査項目 

［調査１］： 

１．ＢＩＭライブラリーが構築されることとそのメリットを幅広く知らせる。 

・ＢＩＭライブラリー メリットの説明 

・ＢＩＭライブラリーを知っていましたか 

  ＜知っていた、知らなかったが関心がある、知らないし関心がない＞ 

・ＢＩＭライブラリーのメリットについてどうお考えですか。 

  ＜理解できたのですぐ利用したい、理解したが料金が問題、十分理解できないのでので

詳しい情報が欲しい、説明が欲しい、その他＞ 
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２．期待するサービス、取り組み、料金などを把握する。 

・現在予定しているサービスのうち、どれに期待しますか 

○基本的な機能に関する設問として  

＜材料、製品、機器が電子カタログとして閲覧できる＞ 

＜必要な材料、製品、機器がキーワードで検索できる＞ 

 ＜必要な材料、製品、機器がダウンロードできる＞ 

＜必要な材料、製品、機器の寸法、性能、機能、コストなどの情報がわかる＞ 

＜必要な材料、製品、機器がダウンロードでき、カスタマイズできる＞ 

 

→＜必要な材料、機器がダウンロードできる＞に関して、より詳細な設問として 

  ＜必要な材料、製品、機器が使用しているファイル形式（Revit、Arch-CAD 等）でその

ままダウンロードできる＞ 

  ＜必要な材料、製品、機器が使用している中間ファイル形式（ＤＸＦ／ＤＷＧ等等）で

ダウンロードできる＞ 

 

→より詳細な設問として 

  ＜ジェネリックな（特定メーカーでない）材料、製品、機器をダウンロードしたい＞ 

  ＜特定のメーカーの材料、製品、機器をダウンロードしたい＞ 

  ＜上記の両方をダウンロードしたい＞ 

 

 ＜必要な材料、製品、機器の寸法、性能、機能、コストなどの情報がわかる＞ 

 →より詳細な設問として 

  ＜企画、計画段階に必要な情報＞ 

  ＜基本設計段階に必要な情報＞ 

  ＜実施設計段階（発注）に必要な情報＞ 

  ＜特記仕様書に記載する情報＞ 

  ＜材料、製品、機器の製作を発注する段階で必要な情報（据え付けを含む）＞ 

  ＜コストに関する情報＞ 

  ＜耐久性、ランニングコスト、修繕コストなどのＬＣＣに関する情報＞ 

  ＜シミュレーションのための情報＞ 

 

○より詳細な設問として 

 ＜必要な材料、機器が使用しているファイル形式（Revit、Arch-CAD 等）でそのまま 

ダウンロードできる＞ 

 ＜必要な材料、機器が使用している中間ファイル形式（ifc、DXF/DWG 等等）でダウンロー

ドできる＞ 

・上記以外に期待するサービスはありますか。 
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○貴社でのＢＩＭ、ＢＩＭライブラリーに関連する取り組みはありますか。 

○ＢＩＭに関して最も困っていることは何か 

○運用主体に関する条件がありますか。 

 ＜特定メーカーに偏らない公的な組織が主体であることが望ましい＞ 

 ＜民間組織が主体であることが望ましい＞ 

 ＜どちらでもよい＞ 

○ 

 

 

 現在のサービス内容の場合、利用料金としてどの程度なら満足されますか。 

 月３００円、５００円、１０００円、 

 

３．ユーザー、メーカー、ソフトウェアベンダーの参加者数、参加動向を把握する 

→  

 

 

 

調査２： 

１．ユーザー、メーカー、ソフトウェアベンダーの参加者数、参加動向を把握する 

２．料金、期待するサービス、取り組みなどを把握する。 

３．ＢＩＭライブラリーというものが構築されることとそのメリットを幅広く知らせる。 

□調査日程 

□調査費用 

□調査スタッフ 
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 参考資料－１ 
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 参考資料－３ 
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